
（別紙３）

～ 2026年　2月　　25日

（対象者数） 26 （回答者数） 19

～ 2026年　2月　　20日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

活動内容を精査し、1人1人の成⾧過程で参加できる方法を準
備して取り組む

2

たくさんの人とふれあう事で、子供たちが生活しやすくなる
環境を作っていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

研修や、日々の振り返りの強化をして改善していく

2

子供たちとの距離感の統一を従業員全体でもう一度徹底して
いく。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ヒトツナ川口青木教室

○保護者評価実施期間 2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

興奮状態のお子さまに対する職員の対応 職員内でレベルの差がある

従業員との距離が近すぎて友達感覚になってしまう時がある 従業員の捉え方によってさまざまになってしまっている。

日々違う活動を考え取り組んでいるため、今まで苦手だと避け
ていたことに対しても少しずつ参加できる空間を心がけてい
る。

子どもたちが少しでも「楽しい」と感じることができるよう
に、活動のお手伝いを含めた関りを提供できるように考えてい
る。

色々な場所にでかけながらマナーを覚えたり、たくさんの人と
交流をすることで、コミュニケーション能力を高めていくこと
ができる。

苦手なことでも、極力本人に行動してもらうようにしている。
他人と関わることに拒否反応を示さないように、たくさんの人
との交流の場を設けるようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


